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る農作物被害額は平成 22年度の 239億円をピークに，平成 25年度以降 5年連続で減少






















































施隊設置市町村は，年々増加し続けている．平成 31年 4 月時点では，被害防止計画を
作成している市町村のおよそ約 8割が実施隊設置市町村を設置している． 
 
Fig. 1-2 鳥獣被害防止特措法に基づく被害防止計画作成市町村数 
・実施隊設置市町村の推移 
  
















(A) 物理柵 → 物理的な障壁によって侵入を防止 
         ワイヤーメッシュ柵/金網柵/トタン板/ネット柵など 
(B) 心理柵 → 学習効果によって侵入を防止 















Fig. 1-3 電気柵の成功例と失敗例 
  































































第 5 章「考察」では，第 4 章にて検証内容や，システムの運用について考察する． 
第 6 章「結論」では，第 5 章で述べた考察の内容より，本研究の結論，課題，展望に
ついて述べる． 
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Fig. 2-1 人口と世帯数の推移 
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Fig. 3-1 トランジションシナリオ記述シート 
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Tab. 3-2 各段階における設計目標 
 
 
時間 文化的状態 PS Sの設計目標
































Tab. 3-3 調査文献一覧 
 
  






































































出力項目が 1 時間毎の観測数，日中・夜間の観測数，日の出・日の入の前後 1 時間の観



















Microsoft Office Excelを使用し，Visual Basic for Applicationを用いて本システムを実装する．本システ
ムは，鳥獣識別 AI から出力される csv ファイルを手動で取り込むことで，その分析結果をレポート形式
にしたものとテキストデータのものを xlsxファイルとして別々に出力する． 
  




















本システムでは，Hyke 社のハイクカム LT4G クラウド対応 IoT 自動撮影カメ
ラを使用する．このセンサーカメラは，乾電池式の自動撮影カメラに高速 LTE 通
信に対応したものとなっている．そして，最大解像度 1200 万画素の静止画を無




(iii) 鳥獣識別 AI 
S 社が開発したこの AI は，サーバーからデータを手動でダウンロードし，それ
らのデータを取り組むことで csv形式のテキストデータを出力する． 
(iv) レポート作成ソフトウェア 












(a) イノシシが撮影された画像 (b) シカが撮影された画像 
Fig. 3-4 鳥獣が撮影された画像 
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データを目視で判別しレポート作成を行なっている．この作業は 1 ヶ月に 10 回ほどお



























を作成するのに要する 1 月あたりに発生する時間を比較した．その結果を Tab.4-1 に示
す．Tab.4-1 に示すように，従来手法に比べて構築したシステムを利用した場合，所要時
間が 4 分の 1程度になった．よって，時間に関して開発したシステムが有効であること
を確認した． 
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Fig. 5-1 1週間において日中と夜間に観測されたイノシシの頭数の推移 
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